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カンキツの重要害虫であるミカンハダニは、施設栽培「不知火」において露地に比べ

薬剤感受性が低下している。特に、加温栽培「不知火」では、収穫前の重要な防除時期ま

でに有効薬剤が不足してしまう懸念があり、効率的な防除体系の構築が急務である。そこ

で、果樹類（施設栽培）での農薬登録を取得した天敵であるスワルスキーカブリダニを用

い、収穫前防除期におけるミカンハダニの防除対策を確立する。 

 

 

 

 

１．天井ビニール通年被覆の加温栽培「不知火」では、スワルスキーカブリダニを９月上旬

に 1,000 頭／樹を放飼すると、２ヵ月以上にわたり成虫および幼虫の発生が継続し、ミカ

ンハダニの密度が低く抑えられ、果実被害の発生も抑制される（図１，図２）。 

 

２．スワルスキーカブリダニ放飼時に代替餌（三温糖・ビール酵母・ふすま）を同時に補給

すると、スワルスキーカブリダニの発生期間が２ヵ月間維持され、天敵を温存することが

でき、ミカンハダニを抑制できる（図１Ａ，図１Ｂ）。したがって、スワルスキーカブリ

ダニを利用する場合には、代替餌の補給が必要である。 

 
 

 

 

１．スワルスキーカブリダニの活動適温は 15℃～35℃（低温に弱く、暑さに強い）であるた

め、９月上旬の放飼は適温範囲であり効果的である。 

 

２．スワルスキーカブリダニの放飼方法は、樹の外周部にコーヒーフィルターを設置し、放

飼量を均等に振り分ける。代替餌は、ふすま１kg、三温糖 50g、ビール酵母 50g を配合した

ものを、コーヒーフィルターに５ｇ程度ずつ入れて準備する。 

 

３．スワルスキーカブリダニに長期間影響のある薬剤は使用を避ける（公表されている天敵

生物に対する農薬影響表を参照）。 
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図２　ミカンハダニによる被害果率の推移 （2010年）

　注１） 図１と同一圃場で調査．
　注２） 被害果の有無について調査．試験区Ａ （◇）、試験区Ｂ （■）では120果
　　　　（20果×６樹）、対照区Ｃ （▲） では60果（20果×３樹）を調べた．

月/日
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